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留学生のニーズを考慮した食生活支援システムの検討 
 

張 氷怡† 阿部 昭博† 市川 尚† 富澤 浩樹† 

 

概要：近年，勉学や研究目的で来日している長期滞在の留学生は増える傾向にあるが，母国と異なる食環境への適応
に皆苦労している．例えば，日本の飲食店で提供される母国料理は伝統的な味が失われているため，本場の母国料理
を見つけることが難しい．また，自炊するにも食材の入手が困難であり，調理能力が低い留学生も多い．従って，伝

統的な母国料理が味わえる店舗の情報提供や，入手困難な食材の入手支援，調理能力向上のための支援が求められて
いる．そこで本研究では，留学生のニーズや実態の分析を踏まえ，食に起因する問題の解決に資する食生活支援シス
テムを提案することを目的とする．本稿では，中国人留学生を対象とした実態調査に基づいて試作したプロトタイプ

の概要と，想定ユーザや留学生支援に関わる関係者によるプロトタイプ評価で明らかになった支援システムの在り方
について報告する． 
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An Examination of Eating Habits Support System Considering the 

Needs of International Students  
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Abstract: In recent years, there is a tendency that the number of long-stay international students coming to Japan for study and 

research has been increased. It is so hard for them to adapt to the eating environment different from those of their home countries. 

For example, it is difficult to find authentic home country's food because home country's food provided by Japanese restaurants 

loses its traditional taste. In addition, it is difficult to obtain ingredients for self-cooking, and many international students have poor 

cooking capability. Therefore, it is required that provision of information of the stores which offer traditional home country's food, 

support for obtaining ingredients which are difficult to obtain, and support for enhancing their cooking capability. Consequently, 

the purpose of the research is to propose a eating habits support system that contributes to the solution of problems caused by food 

based on the analysis of the needs and the actual situation of international students In this paper, we reported the summary of the 

prototype based on the survey on actual situation of Chinese international students and the ideal way of the support system that 

was clarified by the prototype evaluation token by the users and those who involved in supporting international students. 

 

Keywords: International students visiting Japan, Self-cooking support, Restaurant support, Recipe information, Stakeholder 

analysis 

 

 

1. はじめに   

 留学生との交流は，日本と諸外国との相互理解を促進す

るうえで重要な役割を担っている．政府は 2008 年，当時 14

万人程度だった留学生について，2020 年を目途に 30 万人

に増やす「留学生 30 万人計画」をスタートさせた[1]．これ

以降，留学生が年々増加していることが，日本学生支援機

構の外国人留学生在籍状況調査などから確認できる．最新

の平成 30 年度調査結果（平成 30 年 5 月 1 日現在）では，

外国人留学生は 298,980 人と当初目標の 30 万人に近づき，

その出身国（地域）別の内訳としてアジアからの留学生が

全体の 9 割以上を占め，なかでも中国からの留学生数が最

も多いことなどが報告されている[2]． 

初めて来日する留学生は，言語や文化の差異だけではな

く，衣食住，日本人との交流，異文化の適応等，様々な生

活や心理的問題に直面する[3]．そして，これらの問題の一
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つとして，食生活における不適応の問題が指摘されている．

特に，食生活の変化，母国食材の入手困難，母国料理店探

しの困難等，訪日留学生が抱える食の問題として挙げられ

ている[4][5][6]． 

本研究の目的は，留学生のニーズや実態の分析を踏まえ，

食に起因する問題の解決に資する食生活支援システムを提

案することである．当面の支援対象は，盛岡近郊を生活圏

とする中国人留学生とする．以下，本稿では 2 章で関連研

究について述べ，3 章で留学生を対象とした実態調査結果

を踏まえ研究課題を明確にする．4 章で留学生のニーズを

踏まえた食生活支援システムの設計コンセプトとプロトタ

イプ開発について説明し，5 章でプロトタイプ評価の結果

を示す．6 章でその結果を踏まえた本システムの在り方や

今後の展開について考察する．最後に 7 章で本研究をまと

める． 
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2. 関連研究 

2.1 留学生の食問題に関する研究 

訪日留学生の食生活の問題に着目した研究は，それほど

多くはないものの，留学者数の増加とともに徐々に増えつ

つある．田中ら[4][5][6]は，健康心理学の視点から留学生の

食生活状況の調査を行っている．調査の結果では，食生活

の中の不適応について，母国料理への懐かしみ，食材の入

手困難，母国食材の高価，生活パターンの変化などの問題

が報告されている．津田は，食生活・食文化の違いが訪日

留学生の異文化コミュニケーションに与える影響について

指摘している[7]．趙は，留学生の食生活の問題を解決する

ために，具体的な支援方法を提案している[8]．しかし，こ

れらの研究では，留学生の食問題に対する ICT 支援の可能

性や必要性についての議論は特に行われていない． 

2.2 食を対象とした ICT 支援の研究 

 食を対象とした ICT 支援の研究は，レシピの自然言語処

理を中心に早くから行われてきた．近年，ユーザ投稿型レ

シピサイトの普及に伴い，レシピや代替食材の推薦，マル

チメディアの活用など研究が活発化している[9][10]．自炊

支援に関する研究として，志土地らは類似したレシピ群か

ら代替食材を発見する手法を提示している[11]．岩本らは

調理難易度を考慮したレシピ検索システムを提案している

[12]．辻本らは大学生を対象に難易度を考慮したレシピ提

示などで自炊支援を試みている[13]．川端らはレシピを三

次元空間に配置し，直感的な検索を可能とするシステムを

実現している[14]．北村らはオントロジーを用いて英日料

理のレシピ変換を試みている[15]．佐藤らはレシピに対す

る機械翻訳の誤りを指摘して分析を行っている[16]．一方，

外食支援については，Bohner らは参加型デザインによって

外食を主とする大学生の食事の継続的な支援を目指したシ

ステムの基礎検討を行っている[17]．宇部らは郷土料理を

提供する料理店を Web サイトから抽出し，好みに応じて検

索可能とするシステムを提案し[18]，岡本らによってその

実用化を志向した研究が行われている[19]． 

以上より，自炊支援に関する研究では，料理プロセスの

支援が中心であり，料理の前段階である食材入手の支援に

ついてはあまり議論されていない．また留学生特有の食ニ

ーズや他言語の扱いについても考慮されていない．外食支

援に関する研究では，留学生特有のニーズである真の母国

料理を提供する店舗情報の検索・共有については特に議論

されていない． 

3. 留学生の食生活に関する実態調査 

3.1 調査概要 

食生活の問題は，生活スタイルの変化に対しての不適応

や味付けの不慣れなどに起因する．そのため，留学生の食

生活の実態とニーズを把握することが重要である．留学生

の日本での食生活実態を明らかにするために，食生活の具

体的な様子と日常の食生活の困難について聞き取った[20]．

まず，2018 年 5 月から 6 月にかけて，岩手県立大学ソフト

ウェア情報学研究科で学ぶ中国人留学生(大学院生)5 名を

対象に，半構造化インタビュー調査を実施した．インタビ

ュー調査は一名ずつ行い，メモを取りつつ各 1~2 時間程度

をかけた．質問項目は，「基本情報，自炊状況，外食状況，

国際文化交流」の四つの部分から構成し，作成項目に対し，

調査協力者に自由に語ってもらった．さらに追加のインタ

ビュー調査で，「自炊の頻度，自炊料理の種類」の二つの問

題について聞き取った． 

3.2 調査結果 

 インタビュー調査の内容を整理した結果を表 1 に示す． 

表 1 インタビュー調査の結果 

Table 1 Result of interview investigation. 

 A B C D E 

性別 男 女 女 男 男 

出身省 湖南省 遼寧省 山西省 山東省 山西省 

滞在期間 4 年 
6 ヶ月 

1 年 
10 ヶ月 

1 年 
10 ヶ月 

2 年 
9 ヶ月 

3 年 
10 ヶ月 

普段自炊
する料理
の種類と
理由 

中華． 
好き，口
に合う料
理を食べ
たい 

中華． 
自炊が安
くて口に
合う 

中華． 
中華味が
好き 

中華． 
気 分 転
換でき，
お 腹 を
満 た さ
れる 

中華． 
好 き で
気 分 転
換 に な
り，お腹
が 満 た
される 

一週間の
中で，自
炊の頻度 

4~5 日 4~5 日 3~4 日 2~3 日 4 日 

中華を作
る頻度 

80%以上 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上 

中華料理
を作ると
きの入手
方法 

ス ー パ
ー，中華
特産品を
販売する
サイト 

先輩お勧
めスーパ
ーと販売
サイト 

Web 検
索，先輩
お勧めス
ーパーと
販売サイ
ト 

近 所 の
ス ー パ
ー，駅地
下 の 調
味 料 店
など 

X料理店
で購入 

よく参照
するレシ
ピ サ イ
ト・アプ
リ 

中国のレ
シピアプ
リ AA 

中国のレ
シピアプ
リ AA．
材料の使
い方は参
照 す る
が，調理
方法は参
照しない 

中国のレ
シピアプ
リ BB．
Web 検
索，母に
聞く 

特 に な
い．Web
検 索 が
多い 

特 に な
い．Web
検索，家
族 に 聞
く 

盛岡で本
場の中華
料理店は
あるか 

ある． 
店名：X 

ある． 
店名：X，
Y 

どちらと
もいえな
い．他の
店と比べ
るとXの
ほうがや
や本場 

ある． 
店名：X 

ある． 
店名：X，
Z 

外食の場
合に中華
料理店を
選択する
か？理由
を述べて
ください 

外食の場
合が少な
いが，誘
われたら
行く．理
由：自分
が作った
料理が料
理店の料
理より口
に合う 

あまり行
かないが
誘われた
ら行く． 
理由：外
食は高
く，自分
が作れな
い料理を
試してみ
たい 

あまり行
か な い
が，誘わ
れたら行
く．理由：
遠くて便
利ではな
い 

よ く 行
く 
理由：好
き．お腹
が 満 た
される．
他 料 理
店 で は
満 た さ
れ な い
と思う 

よ く 行
く 
理由：料
理 店 の
料 理 が
お い し
い．本場
の 味 だ
か ら 好
き 

食生活に
関して難
しいと思
う点 

各店の特
徴を知り
たい 

鍋のスー
プの素が
欲しい．
味に拘り
がある 

配送料が
高 い か
ら，一人
で買うの
は無理 

食 材 入
手 方 法
が不明．
価 格 を
知 り た
い 

食 材 の
入 手 は
困難．入
手 方 法
が不明 
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留学後，食環境が変化するとともに，留学生食生活の困

難を訴えている．調査結果の内容は大きく①なじみの中華

食材が入手困難，②調理方法が不明，③中華料理店の情報

不足に分かれた． 

まず，結果①では，「各サイトの食材価格情報が知りたい」

「食材の入手方法が分からない」「ネットで食材の購入は配

送料高く，安い食材の購入場所がわからない」などが挙げ

られた．この結果では，留学生は来日して故郷の味を懐か

しんでおり，母国の食材が求められていると考える． 

次に，結果②では，「調理プロセスが分からないので，母

国のレシピアプリを参照する」など自炊に対する困難が挙

がった．留学生は来日して初めて一人暮らしをしたため，

自炊の経験が少ないのであろう．また，自炊の頻度が急激

に増えたものの調理経験が不足しているため，困っている

留学生も何人か見受けられる．留学生は自国のレシピアプ

リの利用は可能であるが，近隣で食材を入手できる場所が

わからず，販売サイトも言語の問題でうまく利用できない

ため，アプリのレシピ情報だけでは自炊は容易ではない． 

最後，結果③では，「一部の人だけが知っている本場の中

華料理を提供する店が存在する」「留学生によって，お気に

入りの店が異なる」といった状況が確認された．これは，

留学生間の情報共有不足が主な原因と思われる． 

3.3 研究課題 

関連研究調査と実態調査から，留学生が日本の食生活で

抱える困難について明らかになった．これらの問題に対し，

都市部とは違い食材入手や外食の選択肢が限られる地方大

学周辺の食環境も考慮しつつ，研究課題を次のように設定

する． 

研究課題 1：留学生の実態とニーズを踏まえ，自炊と外食

の両方を ICT で支援する仕組みを明らかにする．自炊につ

いては，調理プロセスだけでなく食材入手も含めて支援す

る．外食については，留学生間の口コミ情報も活用し，本

場の母国料理を提供している店舗の検索を支援する． 

研究課題 2：食生活支援システムの提案を通じて，地方大

学や地域における留学生の食に対する支援の在り方につい

て知見を得る． 

4. 食生活支援システムの検討 

4.1 設計方針 

方針 1：自炊支援 

実態調査の結果から，留学生は来日後の食生活は自炊中

心となるが，彼らの多くは調理の初心者であるため，自炊

支援として料理レシピの提供を行う．「調理プロセスが分か

らないので，中国のレシピアプリを参照する」ことが確認

できているが，中国アプリでは日本国内での食材入手につ

いて考慮できていないため，使い勝手が悪い．そこで，中

国のレシピ情報取得用の API を利用し，食材入手と連携し

てレシピを検索できるようにする． 

また，食材入手については「各サイトの食材価格情報が

知りたい」「食材の入手方法が分からない」「ネットで食材

の購入は配送料高く，安い食材の購入場所がわからない」

などの問題を解決するため，調理レシピで使われる食材の

価格情報を物販サイトの API を使って収集し，購入先を比

較できるようにする．当初，配送料を抑えるための共同購

入支援も考えたが，購入時の決済処理の実装は容易ではな

いため，今回は見送った． 

なお，中国のレシピ API で取得するレシピ情報は中国語

であるが，日本の物販サイトから食材を検索するうえで食

材名を日本語に翻訳する必要がある．試しに五つの代表的

な翻訳 API を使用したところ，どの翻訳 API でも食材名の

誤訳が多いことがわかった．図 1 は 2018 年 11 月 12 日時

点の出力結果である．このことから，食材名について対訳

辞書を整備することとした． 

図 1 五つの翻訳 API で翻訳された結果 

Figure 1 Result of translation with five translation APIs. 

 

方針 2：外食支援 

 実態調査で確認された「一部の人が知っている本場の中

華料理を提供する店が存在する」「留学生によって，お気に

入りの店が異なる」などの現状を踏まえ，本場の母国料理

（中華料理）を提供する店舗に関する情報入手と口コミ情

報共有を支援する．当初，日本の飲食サイトまたは SNS 上

から盛岡市周辺の中華料理店に対する中国人ユーザの口コ

ミを収集・分析することにより，留学生が望む母国料理を

提供する店舗の検索を試みたが，地方都市では口コミ情報

が少ないため断念した．結果として，日本の飲食サイトか

ら API で店舗情報を取得し，中国人留学生自身に店舗のレ

ビューをしてもらう方法をとった．レビューの結果を分析

することにより中国人留学生が好む料理の抽出が可能にな

ると考える．レビューの蓄積が進むにつれて留学生が好む

料理の傾向なども抽出できるであろう． 
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4.2 プロトタイプ開発 

4.2.1 システム構成 

本システムは LAMP 環境のもとで開発を行っている．シ

ステム構成を図 2 に示す． 

図 2 システム構成図 

Figure 2 System architecture. 

 

本システムの想定ユーザは留学生と本場の中華料理に

興味を持っている日本人学生である．研究調査の過程で，

本場の中華料理に興味を持っている日本人の友人の要望も

確認できたこことから，日本人も想定ユーザに加えること

を考えている．今後，日本人ユーザのニーズも調査する予

定である．システムは主に自炊支援，外食支援，システム

管理の 3 つのモジュールから構成される． 

自炊支援として，食材・レシピ検索機能，食材価格の閲

覧機能を提供する．食材・レシピ検索機能は，食材名・レ

シピ名でレシピを検索する機能である．提供されたレシピ

情報は中国の人気レシピサイト下厨房[21]で人気のレシピ

である．食材価格の閲覧機能では，楽天の商品検索 API [22]

で食材の価格情報を取得する．低価格順で食材情報を閲覧

でき，低価格食材の入手が可能である． 

外食支援として，店舗情報の検索機能とレビュー投稿機

能を提供する．店舗情報の検索機能について，ぐるなび

API[23]で盛岡市のすべての中華料理店の絞込条件で料理

店情報を取得して提供する．各店舗の店舗写真，ジャンル，

住所，特徴，経路などの情報が閲覧できる．レビュー投稿

機能では，行ったことがある料理店に対して，5 段階評価

を付与し，店舗に対するレビューを投稿してもらう． 

システム管理では，出身地によって好みが異なる場合の

検索ニーズへの対応や，留学生の嗜好の分析を目的として，

出身地を含めたユーザのプロフィール情報を管理する．辞

書管理機能では，システム管理者が中国語の食材名に対す

る日本語の対訳辞書を整備・管理する．また，将来的に留

学生だけではなく，日本人も利用できるように多言語対応

についても考慮する． 

4.2.2 レシピ情報 

 プロトタイプ開発では，1 万件以上のレシピを収録して

おりデータ量も豊富なことから，中国の「菜谱大全」API（レ

シピブック API）[24]を利用した．レシピタイトルを「凉拌

杏鲍菇」（エリンギの和え）で入力して取得した JSON 形式

の結果を一例として示す．レシピ情報は「レシピタイトル」

「留意点」「材料」「レシピ写真」「調理プロセス」「調理プ

ロセス写真」等から構成されている(図 3)． 

図 3 「菜谱大全」API で取得したデータのサンプル 

Figure 3 Sample of recipe data acquired with JUHE API. 

 

4.2.3 利用イメージ 

自炊を支援する場面におけるプロトタイプの利用イメ

ージについて説明する．食材・レシピ検索機能で，レシピ

のリストを閲覧する(図 4)．興味のあるレシピを選択する

と，各レシピの詳細画面で「レシピ名」「食材」「特徴」

「調理プロセス」等を確認できる(図 5)．調理に必要な食

材入手先を検討する際には，食材名を選択することで，食

材価格の閲覧機能を呼び出す．食材価格の閲覧機能では，

対訳辞書で翻訳された日本語の食材名について楽天 API

で検索した結果が表示される．翻訳された日本語の食材名

に対して，複数の入手先の食材情報が価格順に表示される

(図 6)． 

図 4 食材・レシピ検索機能の画面イメージ 1 

Figure 4 Image of material/recipe search function 1. 
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図 5 食材・レシピ検索機能の画面イメージ 2 

Figure 5 Image of material/recipe search function 2. 

 

図 6 食材価格閲覧機能の画面イメージ 

Figure 6 Image of price of material information function. 

 

5. プロトタイプ評価 

5.1 ステークホルダーの把握 

 2 章の実態調査から，留学生のニーズを考慮した食生活

支援システムのプロトタイプを開発したが，ユーザ側のよ

り詳細なニーズや留学生支援に関わる様々な関係者視点で

の本研究に対する意見や要望の確認には至っていない．プ

ロトタイプ評価に先立ち，留学生の食に関わるステークホ

ルダーを文献[8]なども参考に，想定ユーザ，留学生支援関

係者（学内，地域），飲食店に分けて特定し，2019 年 5 月

から 6 月にかけて 3 つの評価を実施することとした． 

 特定したステークホルダーとその優先度を表 2 に示す．

想定ユーザである留学生と学内留学生支援組織である学生

センターの優先度を高く設定している．なお，想定ユーザ

である日本人学生については，留学生のニーズを反映する

ことが重要であることから，優先度を低く設定し，今回評

価の対象外とした．また，学生食堂についても，岩手県立

大学学生数に占める留学者数の割合は低いため，学生食堂

による留学生向けの対応は現実的に難しいと思われ，優先

度を低く設定し，評価の対象外とした． 

表 2 特定したステークホルダーとその優先度 

Table 2 Stakeholders register with priority. 

ステークホルダー 立場 優先度 

留学生 システムの想定利用者 A 

日本人学生 システムの想定利用者 D 

学生センター 学内の留学生支援担当者 A 

健康サポートセンター 学内の健康支援担当者 B 

学生食堂 学内の食事提供者 D 

国際交流協会 外国人の生活支援関係者 B 

留学生支援団体 留学生の経済支援関係者 C 

飲食店 本場の中華料理提供者 B 

 

5.2 留学生による評価 

 外食・自炊支援の機能に対して留学生より意見を収集す

ることを目的として，実態調査の際と同様に岩手県立大学

の中国人留学生(大学院生)5 名を対象に，プロトタイプを見

てもらいながら，半構造化インタビュー調査を実施した．

調査は一名ずつ行い，各 1 時間程度をかけ，プロトタイプ

に対する感想や要望のほか，母国料理に求める「本場」の

条件についても参考までに聞き取った．評価結果について，

KJ 法で整理した結果，プロトタイプに対する要望はおよそ

以下のように集約された． 

自炊における食材入手の支援：食材同様に調味料について

も入手の支援が必要である．また，複数の入手先について，

価格だけでなく売上順や買得順など，複数の並べ替えがで

きると比較がしやすい．また，楽天 API のほか，入手先情

報の拡充も望まれる． 

外食支援：店舗への交通情報やメニュー情報，写真が不足

している．上記も含め，使い勝手について改善すべきであ

る． 

自炊におけるレシピ支援：調味料の使用分量に関する情報，

調理時のコツや留意点に関する情報が欲しい．レシピのジ

ャンル指定は必須である．調理プロセスの音声読み上げな

どが出来ると使い勝手が向上する． 

プロトタイプ全般：自炊，外食ともにユーザ投稿機能を充

実してほしい．例えば，外食や自炊で食べた（作った）料

理の写真の投稿とレビューができると良い．また，料理店

のレビュー投稿については，投稿項目を決めてテンプレー

トを用意すると良い． 

5.3 飲食店による評価 

 実態調査の際に留学生全員が本場の中華料理を提供する

店舗として挙げた飲食店 X を対象に，中華料理店を運営す

る料理の専門家から，プロトタイプに対する意見・要望を

収集することを目的に評価を行った．まず，本研究の目的

を説明したうえで，プロトタイプを見てもらい半構造化イ

ンタビューを実施した． 
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 顧客の 9 割以上は日本人でありメニューは日本語のみで

あったが，「お客様向けに味をアレンジ」するなどの点が留

学生の支持を得ていると思われる．季節に応じてメニュー

情報も飲食サイトに掲載しているが，地域内の店舗によっ

て契約しているサイトがそれぞれ異なるため，今回使って

いる API のみでは収集に限界がある旨を指摘された．その

ほか，レシピ情報については，調味料使用量，口当たりや

味といった補足情報の提示についても助言があった． 

5.4 学内外支援組織による評価・助言 

留学生支援に関わる様々な関係者視点での本研究に対

する意見や要望のほか，将来の食生活支援システム運用時

の協力可能性について把握するために，研究紹介とプロト

タイプの評価を行った．対象は，岩手県立大学の学生セン

ター，健康サポートセンターのほか，地域の国際交流協会，

留学生支援団体の 4 つである．研究紹介とプロトタイプデ

モを行い，その後，半構造化インタビューを実施した．な

お，留学生支援団体については，研究の意義や必要性につ

いて一度の説明では理解が得られなかったため，プロトタ

イプのデモは行わなかった．インタビュー結果については

KJ 法で整理した． 

研究の必要性について：学内の支援関係者はこれまで留学

生の食問題について認識は低かったが，具体的なニーズを

伝えたことでその必要性を十分理解してもらえた．また，

学外の国際交流協会担当者は，地域の留学生から食材入手

についての問い合わせは一定数あり，改めて問題の存在を

認識し，今後の研究成果の公表（システム公開）に対する

期待が寄せられた．その一方で，留学生の経済的支援を担

当している団体関係者からは，「まずは留学生が留学先の地

元料理に適応してゆくべき」「地方での支援の難しさ」など

否定的な意見があり，留学生の食の問題の存在や研究の意

義について，十分理解を得るに至らなかった． 

健康面からの支援：同大学の健康サポートセンターでは，

全在学生向けて「料理教室」「食事の栄養指導」「採血検査」

などを実施してきているが，留学生に特化した食生活支援

は特に行っていない．留学生の食生活を支援するとしたら，

健康面からアプローチできると良いとの前向きな意向が示

された． 

6. 考察 

3.3 の研究課題を念頭に，プロトタイプ評価の結果につい

て考察を行った． 

6.1 留学生の食問題に対する理解 

前述の 3 つのプロトタイプ評価結果をもとに，各ステー

クホルダーの本研究に対する認識や関与の可能性について，

PMBOK のステークホルダー関与度評価マトリックス

[25](図 7)を用いて分析を行った．表中の Cは現在の関与度，

D は望ましい関与度を表している． 

 今回の研究紹介とプロトタイプデモを通じて，多くの学

内外支援組織から研究に対する支持や期待を確認すること

ができた．唯一，留学生支援団体からは対象とする留学生

の食の問題について十分な理解が得られておらず，今後，

取り組みの過程などを適時伝えながら，時間をかけて理解

を得たい．また，これまで留学生のニーズを重視した結果，

「好きな料理を食べたい」といった嗜好面を重視し，健康・

栄養面については正直配慮が足りなかったことに気づいた．

これまでの取り組みに，健康視点も一部取り入れる形で対

応したいと考えている． 

図 7 ステークホルダー関与度評価マトリックス 

Figure 7 Stakeholders engagement assessment matrix. 

 

6.2 システムの機能面について 

留学生の評価からより詳細なニーズが明らかになった．

自炊支援において，留学生自身がレシピに対するコメント

や実際に調理した写真を投稿できる機能に対するニーズが

高いことがわかり，対応する予定である．また，調味料の

使用量，調理する際のコツなどの情報については，今回使

用した API からの取得では限界がある．他のレシピ API の

併用や，前述の留学生からの投稿情報の一つとして収集・

共有する方法などが考えらえる．そのほか，先行研究[9][10]

でも指摘されているように，レシピテキストに対する音声

読み上げやレシピテキストと連動する動画の提供も期待さ

れており，今後，順次対応を検討したい． 

また，外食支援については，使い勝手や掲載情報の充実

について順次改善する．食材入手の情報源拡充については，

今回使用した API以外の大手物販店の情報などにも対応す

る予定である．なお，留学生から要望の高かった最新のメ

ニュー情報の提供については，飲食店に対するインタビュ

ー結果から，飲食 API 経由での収集では対応できないこと

も理解した． 

留学生の健康支援担当者からの指摘で，これまで考慮し

ていなかった健康・栄養面の視点が学生の食生活支援にと

って重要であることを認識した．この点については，食育

分野の専門家の協力を仰ぎ，システムで提供するレシピ情

報に対してカロリーや栄養バランス面からの評価を加え，

栄養面のコメントをレシピ情報の一つとして提供すること

や，推奨レシピを提示できるようにする方法が考えられる．
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他の方法も含め，更に検討を続ける． 

6.3 システム運用について 

 プロトタイプを拡張・改善した後，システムの公開運用

を計画している．当面，筆者らがシステム管理者を兼ねる

が，学内の留学生支援サークルや留学生自身にも投稿情報

の管理・更新役を担ってもらうことも検討している．地域

の留学生に周知するためには，学外の留学生支援関係団体

の協力を得る予定であるが，SNS 等を利用して積極的な周

知も必要であろう． 

システムを一定期間運用してその有効性を確認できた

場合，前述のステークホルダー分析の結果も踏まえると，

将来的には国際交流協会などにシステムを移管できるのが

望ましい．また，同様のニーズは他地域でも存在するはず

であり，また様々な国の留学生への展開も考えられるため，

全国的な留学生支援団体に本研究で提案したような留学生

の食の問題や ICT 支援について，理解を深めてもらうこと

も重要であろう． 

7. おわりに 

 本研究では，留学生のニーズや実態の分析を踏まえ，食

に起因する問題の解決に資する食生活支援システムの検討

経過について報告した．当面の支援対象として盛岡近郊を

生活圏とする中国人留学生の食生活の実態調査を行い，自

炊と外食に関する研究課題を明らかにした．それを踏まえ

て開発したプロトタイプに対して，留学生の食に関するス

テークホルダーを特定し，3 つの評価を実施した．評価を

通じて，今後のシステム開発と将来の運用に向けて様々な

知見を得ることができ，また，留学生の食の問題を留学生

支援関係者に認知してもらう良い機会ともなった． 

 本研究では盛岡近郊を対象フィールドとしているが，他

の地方の留学生も同じような困難を抱えていると考えられ，

その一事例として取り上げた．ここで得られた知見は他地

域や中国人留学生以外の支援においても，参考になる点は

少なくないものと考える． 

 今後は，プロトタイプ評価結果を踏まえてシステム開発

に取り組み，一定期間システムを試験的に運用しながら，

提案システムの有用性等を検証する予定である． 
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